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2 0 2 0 年 1 2 月 5 日  
 

仙 台 高 裁 判 決 （ 3 / 1 2） の 評 価  

＋ 東 電 主 張 （ 千 葉 意 見 書 ほ か ） の 問 題 点  

 

弁 護 士  米  倉   勉  
判 決 の 積 極 面 ・ 大 き な 前 進  

１  被 告 の 悪 質 性 を 認 定  

 ・ 津 波 に よ る 全 電 源 喪 失 の 予 見 可 能 性 を 認 定 。  

 ・ 被 害 者 に と っ て 、 被 告 の 対 応 の 不 十 分 さ は 「 痛 恨 の 極 み 」  

２  損 害 の 分 析 ・ 解 明 の 深 化 と 発 展  

（ １ ） 慰 謝 料 項 目 の 明 確 化 ・ 拡 張 （ ３ 種 類 の 慰 謝 料 ）  

① 避 難 を 余 儀 な く さ れ た 慰 謝 料  

・「 危 険 （ =被 ば く ） に 直 面 」 し 、 避 難 を 強 い ら れ た 精 神 的 苦 痛  

② 避 難 生 活 の 継 続 に よ る 慰 謝 料  

・ 避 難 が も た ら す 苦 痛 =日 常 生 活 阻 害 （ 不 安 ・ 不 自 由 ・ 不 便 ）  

・ 中 間 指 針 に よ る 「 避 難 に よ る 精 神 的 苦 痛 」（ 月 額 1 0 万 円 ）  

③ 故 郷 喪 失 ・ 変 容 慰 謝 料  

 ・ 地 域 生 活 利 益 の 喪 失 に よ る 有 形 無 形 の 損 害 と 精 神 的 苦 痛  

（ ２ ） 故 郷 喪 失 慰 謝 料 の 内 容 分 析 の 深 化  

  【 保 護 法 益 】「 包 括 的 生 活 利 益 と し て の 平 穏 生 活 権 」 の 中 核 で あ る

「 地 域 生 活 利 益 」  

【 故 郷 の 喪 失 】「 地 域 生 活 利 益 」 の 要 素 を な す 「 自 然 環 境 的 条 件 」 と

「 社 会 環 境 的 条 件 」 に は 、「 経 済 的 側 面 」 と 「 精 神 的 側 面 」 が あ

る 。 こ れ ら が 「 総 体 と し て 、 地 域 に お け る 住 民 の 生 活 を 支 え る 基

盤 」 と な っ て い た と こ ろ 、 放 射 能 汚 染 と 避 難 に よ っ て 「 解 体 」 さ

れ 、 侵 害 さ れ た 。  

【 解 除 後 の 被 害 継 続 】 仮 に 帰 還 し て も 、 地 域 社 会 が 大 き く 変 容 し て

し ま っ た こ と に よ る 被 害 が 継 続 す る 。  

 

判 決 の 欠 陥 と 矛 盾  

１  優 れ た 総 論 分 析 に 反 す る 低 額 の 慰 謝 料 算 定  

①  避 難 （ 継 続 ） 慰 謝 料 の 月 額 1 0 万 円 と い う 算 定 と 、 終 期 を 平 成 3 0

年 3 月 （ 8 5 ヶ 月 分 ） と す る 損 害 評 価 を 理 由 な く 肯 定 。 緊 急 時 避 難 準

備 区 域 に つ い て は 、 さ ら に 減 額 。  

②  帰 還 困 難 区 域 に お け る 避 難 慰 謝 料 の 終 期 を 、 ① と 同 じ 平 成 3 0 年 3

月 と し た こ と の 不 均 衡 ・ 不 合 理 性 。  
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③  故 郷 喪 失 慰 謝 料 を 、 帰 還 困 難 区 域 で さ え 6 0 0 万 円 と し 、 さ ら に 居

住 制 限 区 域 ・ 解 除 準 備 区 域 を 僅 か 1 0 0 万 円 、 緊 急 時 避 難 準 備 区 域 は

5 0 万 円 と 認 定 し た こ と の 不 均 衡 ・ 不 合 理 性 。  

２  指 針 の 裁 判 規 範 化 ― 「 指 針 に 薄 く 上 乗 せ 」 に よ る 行 政 追 従  

 

展 望 ― 矛 盾 の 指 摘 と 克 服  

１  両 立 し な い 「 二 面 的 」 内 容  

・ こ れ ら の 「 優 れ た 損 害 分 析 」 と 「 損 害 算 定 の 欠 陥 」 は 両 立 し な い 。

正 し い 損 害 分 析 に 見 合 っ た 損 害 評 価 を 得 る こ と で 、 こ の 矛 盾 を 解 消

す る こ と が 今 後 の 課 題 。  

２  欠 点 の 克 服 と 活 用  

 ・ こ の 判 決 に 内 在 す る 矛 盾 ・ 欠 陥 を 克 服 す る こ と で 、 判 決 の 優 れ た 損

害 分 析 を 生 か し 、 今 後 の 完 全 な 司 法 的 救 済 の 基 礎 に し 得 る 。  
 
上 告 審 に お け る 東 電 の 主 張  

１  形 成 さ れ つ つ あ る 被 害 救 済 の 枠 組 み  

 ・各 地 の 訴 訟 に お い て 、「 指 針 に よ る 既 払 い 金 に 、一 律 の 追 加 支 払 い を 命

じ る 判 決 」 が 重 な っ て い る （ ＝ 「 指 針 の 見 直 し 」）。  

 ・ 追 加 さ れ る べ き 金 額 （ 認 容 額 ） の 水 準 は 、 そ れ ぞ れ の 主 張 ・ 立 証 を 通

じ て 、 今 も 形 成 （ せ め ぎ 合 い ） の 途 上 。  

２  東 電 の 「 悲 願 」  
 ・ な ん と し て も 、「 一 律 の 追 加 支 払 い 」を 阻 止 し た い 。そ の た め の「 な り

ふ り 構 わ な い 主 張 」 と 、「 千 葉 （ 元 最 高 裁 判 事 ） 意 見 書 」。  

そ の 内 容 は 、  

 ①  大 半 の 被 害 者 は 指 針 の 水 準 に 満 足 し て い る（ 訴 訟 を 起 こ す 人 は 少 数 ） 

 ②  指 針 の 水 準 は「 十 二 分 」。原 賠 審 は 、訴 訟 の 頻 発 に よ る 司 法 の パ ン ク

を 防 止 す る た め 、「 司 法 救 済 ス キ ー ム 」 を 採 用 し た 。  

 ③  「 故 郷 」 は 、 ノ ス タ ル ジ ー か 主 観 的 利 益 に 過 ぎ な い 曖 昧 な も の で あ

り 、 法 的 な 保 護 に 値 す る 利 益 で は な い 。  

 ④  訴 訟 外 で の 支 払 い は 「 過 払 い 」 で あ る か ら 、 こ れ を 訴 訟 上 の 弁 済 に

充 当 す る 。  

 ⑤  財 産 的 損 害 を 賠 償 す れ ば 、生 活 基 盤 の 再 築 に よ り 、精 神 的 損 害 が 解

消 す る 。 慰 謝 料 の 「 補 完 的 ・ 調 整 的 機 能 」。  

 ・こ の よ う な 詭 弁・強 弁 を 用 い て 、最 高 裁 に よ る「 統 一 的 判 断 」と し て 、

原 判 決 を 破 棄 ・ 自 判 し 、「 原 告 の 請 求 棄 却 」 を 言 い 渡 す よ う 要 求 。  

  万 が 一 に も 、 こ の 要 求 を 許 し て は な ら な い 。  

以 上  


